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西　
部　
・　
中　
部　
の　
華　
や　
か　
な　
観　
光　
地　
と　
は　
ひ　
と　
味　

違　
っ　
た　
、　「　
通　
」　
を　
引　
き　
つ　
け　
る　
奥　
座　
敷　
が　
ク　
ゼ　

イ　
ド　
ウ　
（　
北　
東　
地　
域　
）　。　

黒　
海　
の　
湿　
っ　
た　
風　
に　
育　
ま　
れ　
た　
森　
林　
、　
三　
千　
メ　

ー　
ト　
ル　
級　
の　
峰　
々　
に　
発　
す　
る　
奔　
流　
、　
清　
流　
、　
カ　

フ　
カ　
ス　
の　
異　
文　
明　
が　
も　
た　
ら　
し　
た　
栄　
光　
の　
残　
照　
、　

固　
有　
の　
文　
化　
を　
守　
っ　
て　
生　
き　
る　
人　
た　
ち　
の　
ひ　
っ　

そ　
り　
と　
し　
た　
息　
遣　
い　
。　

そ　
う　
し　
た　
も　
の　
を　
尋　
ね　
て　
旅　
を　
重　
ね　
た　
夫　
婦　
の　

記　
録　
と　
記　
憶　
が　
、　
三　
回　
シ　
リ　
ー　
ズ　
と　
し　
て　
展　
開　

さ　
れ　
る　
。　

今　
し　
ば　
し　
豪　
華　
と　
絢　
爛　
を　
忘　
れ　
て　
、　
歴　
史　
の　
ひ　

だ　
に　
分　
け　
入　
っ　
て　
み　
よ　
う　
、　
そ　
こ　
に　
き　
っ　
と　
も　

う　
一　
つ　
の　
ト　
ル　
コ　
が　
見　
つ　
か　
る　
は　
ず　
だ　
。　

好　
評　
連　
載　
「　
ト　
ル　
コ　
北　
東　
地　
方　
・　
ク　
ゼ　
イ　
ド　
ウ　

シ　
リ　
ー　
ズ　
」　
最　
終　
回　

知　
ら　
れ　
ざ　
る　
ト　
ル　
コ　
を　
紹　
介　
す　
る　

「　
ギ　
ュ　
ネ　
イ　
ド　
ウ　
を　
行　
く　
」　
ト　
ル　
コ　
南　
東　
地　
方　
特　
集　
に　
続　
い　
て　
、　

Ｂ　
Ｂ　
Ｉ　
が　
お　
届　
け　
す　
る　
ト　
ル　
コ　
・　
東　
ア　
ナ　
ト　
リ　
ア　
地　
方　
探　
訪　
記　

連　
載　
特　
集　
／　
ト　
ル　
コ　
北　
東　
地　
方　
・　
ク　
ゼ　
イ　
ド　
ウ　
シ　
リ　
ー　
ズ　
最　
終　
回　

写　
真　
・　
文　
／　
赤　
松　
順　
太　

ト　
ル　
コ　
奥　
の　
細　
道　

《　
最　
終　
回　
》　

「　
カ　
ル　
ス　
と　

東　
部　
国　
境　
の　
遺　
跡　
ア　
ニ　
に　
迫　
る　
」　



カ　
ル　
ス　
へ　
の　
道　

「　
カ　
ル　
ス　
」　
・　
・　
・　
こ　
の　
名　
前　
は　
、　
そ　
の　
響　

き　
の　
軽　
さ　
と　
は　
裏　
腹　
に　
、　
ず　
し　
り　
と　
重　
さ　
を　
感　

じ　
さ　
せ　
ま　
す　
。　
そ　
れ　
は　
こ　
の　
町　
の　
帰　
属　
を　
め　
ぐ　

っ　
て　
、　
数　
々　
の　
国　
際　
的　
な　
争　
い　
、　
駆　
け　
引　
き　
繰　

り　
広　
げ　
ら　
れ　
た　
か　
ら　
で　
す　
。　
私　
は　
こ　
の　
町　
を　
都　

合　
三　
回　
訪　
ね　
ま　
し　
た　
が　
、　
い　
つ　
も　
い　
わ　
く　
言　
い　

が　
た　
い　
格　
別　
の　
感　
慨　
を　
禁　
じ　
得　
ま　
せ　
ん　
。　

現　
役　
生　
活　
の　
最　
初　
の　
頃　
、　
で　
す　
か　
ら　
も　
う　
二　

〇　
年　
近　
く　
前　
の　
こ　
と　
で　
す　
が　
、　
イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ー　

ル　
の　
ド　
ル　
マ　
バ　
フ　
チ　
ェ　
宮　
殿　
の　
護　
衛　
に　
立　
っ　
て　

い　
た　
ハ　
ン　
サ　
ム　
な　
兵　
士　
は　
、　
出　
身　
地　
を　
聞　
い　
た　

私　
に　
「　
カ　
ル　
ス　
」　
と　
答　
え　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　
一　
年　

後　
で　
し　
た　
か　
、　
エ　
ー　
ゲ　
海　
岸　
の　
ア　
イ　
ヴ　
ァ　
ル　
ク　

の　
海　
岸　
で　
会　
っ　
た　
青　
年　
は　
、　
近　
日　
赴　
く　
兵　
役　
先　

を　
問　
わ　
ず　
語　
り　
に　
私　
に　
告　
げ　
た　
の　
で　
す　
。　「　
カ　
ル　

ス　
」　。　現　

在　
は　
ど　
う　
か　
詳　
ら　
か　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
が　
、　

兵　
役　
は　
通　
常　
、　
出　
身　
地　
か　
ら　
で　
き　
る　
だ　
け　
離　
れ　

た　
土　
地　
で　
勤　
め　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
と　
聞　
い　
て　

い　
ま　
し　
た　
。　
も　
ち　
ろ　
ん　
私　
は　
そ　
の　
頃　
、　
カ　
ル　
ス　

の　
所　
在　
は　
地　
図　
で　
し　
か　
知　
り　
ま　
せ　
ん　
で　
し　
た　
が　
、　

つ　
い　
な　
る　
ほ　
ど　
と　
頷　
か　
さ　
れ　
た　
も　
の　
で　
す　
。　

さ　
て　
今　
で　
は　
カ　
ル　
ス　
へ　
も　
空　
の　
便　
が　
出　
来　
、　
私　

も　
最　
近　
の　
九　
六　
年　
に　
は　
、　
ア　
ン　
カ　
ラ　
か　
ら　
飛　
び　

ま　
し　
た　
。　
で　
も　
最　
初　
の　
八　
八　
年　
に　
は　
、　
バ　
ス　
で　

エ　
ル　
ズ　
ル　
ム　
か　
ら　
ホ　
ラ　
サ　
ン　
を　
経　
由　
し　
て　
入　
り　

ま　
し　
た　
。　
そ　
し　
て　
次　
の　
九　
五　
年　
に　
は　
、　
ア　
ル　
ト　
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